日本動物学会平成２０年度東北支部大会プログラム

平成２０年７月２６日（土）　　岩手県盛岡市・プラザおでって（盛岡市観光

　　　　　　　　文化交流センター）大会議室

１０：００　　　開会

１０：００—１０：１５　（演題１）線虫の化学走性に及ぼすエサの影響
○一條晃慶、長谷川衛、松浦哲也、一ノ瀬充行（岩手大・工・福祉システム）

１０：１５—１０：３０　（演題２）揮発性ジアセチルに対する線虫の慣れと
その持続時間

○菅野令、松浦哲也、武蔵野綾香、鈴木晴子、一ノ瀬充行（岩手大・工・福祉システム）

１０：３０—１０：４５　（演題３）線虫の揮発性物質とエサに関する連合学習の階層性
○長屋宏紀、松浦哲也、日置護、泉潤一、一ノ瀬充行（岩手大・工・福祉システム）

１０：４５—１１：００　（演題４）線虫の化学物質に対する忌避行動とその加齢変化
○ 松浦哲也、菊池剛史、一ノ瀬充行（岩手大・工・福祉システム）

１１：００—１１：１５　（演題５）ゼブラフィッシュ胸鰭の発生には、２つの異なる役割を持った上皮が関与する
〇矢野十織　阿倍玄武　田村宏治　　（東北大・院・生命科学）

１１：１５—１１：３０　（演題６）アフリカツメガエルにおける皮膚創傷治癒過程—付加再生との比較の観点から
○丸岡玉枝、大湖史朗、薬師寺那由他、横山仁、田村宏治　（東北大・院・生命科学）　

１１：３０—１１：４５　（演題７）ラット肝臓におけるミトコンドリアカルパイン活性化因子の解析
○尾崎拓、萩原悠介、石黒誠一（弘前大・ 農生・ 応生）　

１１：４５—１２：００　　（演題８）海水の足浴による中枢神経系と自律神経系に及ぼす電気生理学的解析
○梅木　創、一ノ瀬充行、松浦哲也（岩手大・工・福祉システム）

１２：００—１３：００　正面玄関にて記念撮影の後、休憩
１３：００—１４：００　高校生による科学研究ポスター発表会
（第１、第２会議室）

１４：００—１４：３０　総会
１４：３０—１５：００　表彰式
１５：００—１５：１５　（演題９）トウホクサンショウウオ（Hynobius lichenatus）卵ジェリー層中の精子運動開始因子に関する研究
○太田真奈美、渡邉明彦（山形大・理・生物）

１５：１５—１５：３０　（演題１０）ヨコスジカジカ二型精子の核凝縮に関与する精子特異的塩基性核タンパク質
○中内佑二１、藤ノ木政勝２、早川洋一３、小林牧人３、山村織生４、渡辺明彦１（１山形大・理・生物、２獨協医大・生理学、３国際基督教大・理・生 

物、４北水研）

１５：３０—１５：４５　（演題１１）Mitf-bwマウスにおける斑形成について
○楠見僚太（東北大学生命科学研究科）

１５：４５—１６：００　（演題１２）マウス胚発生過程におけるCytochrome c oxidase遺伝子の発現解析
〇伊藤-佐々木 隆広１、横尾 正樹２、阿部 宏之１（１山形大院・理工・生体センシング、２東北大・未来医工）

１６：００—１６：１５　（演題１３）ニワトリOtx1遺伝子のクローニングと眼胞における発現解析
○ 西原大輔，築地長治，山本博章（東北大学大学院生命科学研究科生命機能科学専攻多様化機構分野）　

１６：１５—１６：３０（演題１４）ニワトリ胚における強制発現系を用いた転写因子Pax2の標的遺伝子の探索
○八重樫　崇士、荒木　功人（岩手大学・工学部・福祉システム工学科）

１６：３０—１６：４５（演題１５）ブタ体外受精胚の呼吸活性と胚発生能
○ 横尾 正樹１、杉村 智史２、佐藤 英明２、阿部 宏之３（１東北大・TRセンター、２東北大院・農、３山形大院・理工）

１６：４５—１７：００（演題１６）ゾウリムシの転写活性とヒストン修飾
○  

西山学即１、望月和樹2、見上一幸３、落合威彦１、山内清志４（１福島県立医科大学医学部、2静岡県立大学食品栄養科学部、３宮城教育大学環境教育実践 

センター、４静岡大学理学部生物）

１７：００—１７：１５（演題１７）間葉系幹細胞が分泌するシステインリッチペプチドSCRG1の機能解析
○帖佐直幸、高橋典子、石崎　明（岩手医科大学歯学部口腔生化学講座）

１７：１５　　閉会

１８：００　懇親会（プラザおでって１階「味の夢街道」）
